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I S H I O K A 2012年[平成24年]広　報

２・１

主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　79,552 人 ( 前 月 比 ▲ 59) 男 39,506 人　 女 40,046 人　 世 帯 数 29,421 世 帯 1 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 県民交通災害共済
　 安心への第一歩  家族そろっての加入を　　   P7

● 秋の叙勲　　　　　　　　　　　　　 　　    P6 

● 行政懇談会
　 協働のまちづくりのために　　　　　　　　 P2

● 広報いしおか
　 有料広告掲載募集　　 　　　　　　　　　  P10

● 市内各施設の放射線量測定値　　　　　　　  P4

　貝地にある一妙山平等寺は、日蓮宗
の寺院です。寺の縁起によれば、元は
木ノ地にあったものを、現在地に移転。
続いて明治 12 年に本堂を建立し、17
年に開山供養を行ったといわれていま
す。
　明治・大正のころには「貝地の法華
様」として、広く知られていました。

平等寺

（貝　地）
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　12 月 21 日、中央公民館で区長約 100 人と、久保田市長をはじ
め市執行部が出席してまちづくりを話し合う行政懇談会が行われま
した。石岡市区長会の統一質問や各地区からの要望などが話し合わ
れました。
　質疑のあらましをお知らせします。

●問い合わせ　総務課  ☎ 23-1111（内線 254）

協働のまちづくりのために
行政懇談会

統
一
質
問

【
石
岡
地
区
】　

市
長
等
の
報
酬
の
減
額
に
つ
い
て

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
駅
周
辺

整
備
事
業
や
震
災
復
旧
事
業
な
ど
は
、

市
長
な
ど
は
自
ら
の
報
酬
を
減
額
し

て
か
ら
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

答
市
長
等
の
報
酬
額
は
、
合
併

時
に
第
三
者
機
関
の
石
岡
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど

を
考
慮
し
、
報
酬
を
市
長
５
％
、
副

市
長
３
％
、
教
育
長
２
％
、
そ
れ
ぞ

れ
減
額
し
て
い
ま
す
。

【
八
郷
地
区
】

県
道
石
岡
・
筑
西
線
の
冠
水
対
策
に

つ
い
て

　

柿
岡
下
宿
地
区
内
、
下
川
橋
付
近

の
県
道
石
岡
・
筑
西
線
は
、
大
雨
の

た
び
道
路
が
冠
水
し
、
通
行
不
能
と

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
都
度
生
活
に

支
障
が
生
じ
る
と
共
に
、
柿
岡
市
街

へ
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
が
マ
ヒ

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

冠
水
区
間
の
排
水
対
策
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
県
に
強
く
要
望
す
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

答
柿
岡
下
宿
地
区
の
県
道
石

岡
・
筑
西
線
の
冠
水
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
に
も
要
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
市
か
ら
土
浦

土
木
事
務
所
へ
対
策
の
要
望
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
雨
の
た
び
に
片

野
・
下
林
・
根
小
屋
地
区
の
水
田
も

冠
水
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
ら

の
対
策
も
含
め
た
恋
瀬
川
の
川
底
な

ど
の
土
砂
の
撤
去
な
ど
、
河
川
改
修

を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
再
度
土
浦

土
木
事
務
所
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

【
石
岡
中
学
校
区
】　

道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て

　

田
島
地
区
は
、
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦

の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
ば
か
り
で
な

く
、
舟
塚
山
古
墳
や
恋
瀬
川
が
近
く

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
区
に
、
道
の

駅
を
設
置
し
て
、
恋
瀬
川
付
近
ま
で

の
自
然
探
索
路
や
農
協
・
生
産
者
の

直
売
場
を
設
置
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
て
石
岡
の
活
性
化
を
図
っ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
道
の
駅
は
、
道
路
付
帯
施
設

と
し
て
の
休
憩
施
設
と
い
う

位
置
づ
け
で
、
設
置
に
は
都
市
計
画

法
や
道
路
構
造
な
ど
法
的
制
限
の
問

題
な
ど
、課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
地
域
振
興
を
考
え
る
上
で
の

参
考
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
府
中
中
学
校
区
】　

鹿
の
子
地
区
付
近
に
交
番
の
設
置
に

つ
い
て

　

鹿
の
子
付
近
の
国
道
３
５
５
号
と

県
道
石
岡
・
つ
く
ば
線
と
の
交
差
点

付
近
に
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
と

治
安
維
持
の
確
保
の
た
め
、
交
番
の

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

答
府
中
中
学
校
区
の
管
轄
は
石

岡
駅
前
交
番
が
、
府
中
・
国

府
・
若
松
・
若
宮
・
栄
松
・
村
上
な

ど
を
担
当
と
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
警
察
署
地
域
課
で
は
、
犯
罪

や
事
件
数
が
増
加
す
る
よ
う
な
場

合
、
そ
の
防
止
対
策
と
し
て
、
パ
ト

カ
ー
で
の
巡
回
を
増
や
す
対
策
を

取
っ
て
い
ま
す
。
警
察
施
設
再
編
整

備
計
画
で
は
、
市
町
村
の
合
併
に
よ

る
警
察
署
の
配
置
換
え
な
ど
に
よ

り
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
交
番
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【
城
南
中
学
校
区
】　

高
浜
駅
か
ら
愛
郷
橋
ま
で
の
排
水
整

備
に
つ
い
て

　

高
浜
駅
～
愛
郷
橋
間
の
道
路
と
排

水
路
の
整
備
に
つ
い
て
陳
情
し
ま
し

た
が
、
進
展
が
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
日
で
も
早
く
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
こ
の
地
区
の
道
路

お
よ
び
排
水
路
の
整
備
を
要
望
し
、

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
を

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
高
浜
駅
か
ら
愛
郷
橋
ま
で
の

排
水
整
備
で
す
が
、
こ
れ
ま

【
柿
岡
地
区
】　

柿
岡
小
学
校
校
庭
の
土
手
崩
壊
対
策

に
つ
い
て

　

柿
岡
小
学
校
校
庭
の
南
側
土
手

は
、
高
低
差
が
大
き
く
大
雨
が
降
る

と
雨
水
が
排
水
で
き
な
く
な
り
、
隣

接
す
る
民
家
に
流
れ
込
む
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
土
の
う
に
よ
る
補
修
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
手
の
補
強
を

実
施
す
る
よ
う
強
く
望
み
ま
す
。

答
集
中
豪
雨
時
に
、
雨
水
が
Ｕ

字
溝
を
越
え
て
土
手
に
流
れ

出
て
、
一
部
が
損
壊
し
た
の
で
復
旧

を
行
な
い
ま
し
た
。
今
後
の
補
強
に

つ
い
て
は
、
隣
接
の
地
権
者
と
学
校

【
園
部
地
区
】　

市
道
Ｂ
６
５
１
６
号
線
と
Ｂ

６
４
８
３
号
線
の
道
路
整
備
に
つ
い

て
　

こ
の
市
道
は
、
園
部
小
学
校
、
園

部
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
幅
が
狭
い
の
と
通
勤
通
学
の

時
間
帯
に
、
時
間
当
た
り
１
５
０
台

近
く
も
の
車
が
通
行
し
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。
路
肩
の
補
修
や
、
Ｕ
字
溝

の
整
備
で
４
ｍ
幅
へ
の
整
備
を
要
望

し
ま
す
。

答
道
路
拡
幅
改
良
工
事
は
用
地

の
確
保
が
必
要
と
な
る
た

め
、
地
権
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
の
で
同
意
の
取
り
ま
と
め

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｕ
字
溝
の
整
備
は
、
距
離
も
長
い

の
で
年
次
計
画
で
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
小
桜
地
区
】　

市
景
観
条
例
の
策
定
に
つ
い
て

　

朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
間
近
に

控
え
、
小
桜
地
区
で
は
期
待
感
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
里
山

風
景
な
ど
の
景
観
を
目
的
に
四
季
を

通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
、

さ
ら
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、
そ
れ
ら

を
対
象
と
し
た
販
売
店
や
店
舗
が
開

店
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
地
域
の
環
境
や
景
観
と
関
係
の
な

い
店
舗
デ
ザ
イ
ン
や
統
一
看
板
が
作

ら
れ
景
観
の
悪
化
と
俗
化
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
景
観
条
例
は
、
地
域
住
民

と
行
政
と
が
一
体
と
な
り
、
そ
の
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
、
地
域
の
個
性

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
保

全
・
育
成
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
策
定
に
は
地
元
や

こ
こ
を
訪
れ
る
人
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
条
例
の
制
定
を
要
望
し
ま
す
。

答
景
観
条
例
は
、
良
好
な
景
観

形
成
を
図
る
た
め
、
一
定
の

基
準
を
設
け
、
景
観
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
建
築
や
開
発
な
ど
を
届
け

出
制
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

な
じ
ま
な
い
建
築
や
工
作
物
な
ど

は
、
指
導
を
行
な
っ
て
景
観
環
境
を

保
全
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
沿
道
を
中
心
と
し
た

八
郷
地
区
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る

一
方
、
新
た
な
開
発
な
ど
に
よ
り
、

良
好
な
環
境
の
形
成
や
保
持
に
支
障

が
生
じ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
も
、

環
境
を
損
な
う
よ
う
な
建
築
物
を
規

制
す
る
た
め
、景
観
条
例
を
制
定
し
、

景
観
を
阻
害
す
る
奇
抜
な
色
の
建
築

物
な
ど
に
対
し
て
、
一
定
の
規
制
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
景
観
行
政
団
体
の
申
請
に

向
け
茨
城
県
と
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
申
請
を
行
っ
た
後
、
地
元
説
明

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

行
っ
て
地
元
の
意
向
や
地
域
特
性
を

調
査
し
な
が
ら
、
都
市
計
画
審
議
会

や
市
議
会
の
審
議
を
い
た
だ
き
、
一

定
の
周
知
期
間
を
お
い
て
、
平
成
24

年
度
の
条
例
施
行
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

を
統
合
す
る
な
ど
の
整
備
を
し
て
い

る
段
階
で
、
石
岡
警
察
署
管
内
で
の

交
番
新
設
計
画
は
無
い
と
の
こ
と
も

合
わ
せ
て
、
説
明
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
は
、

府
中
中
学
校
区
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
石
岡
警
察
署
お
よ

び
茨
城
県
警
本
部
へ
地
域
の
現
状

（
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
開
通
、
石

岡
・
つ
く
ば
線
の
６
号
国
道
か
ら
の

３
５
５
号
線
へ
の
乗
り
入
れ
）
な
ど

を
考
慮
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

用
地
と
の
境
界
を
確
認
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
教
育

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

で
に
、
排
水
エ
リ
ア
の
調
査
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
道
路
の
冠
水
か
所
に
集

水
桝
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を

設
置
し
、
高
浜
第
二
機
場
へ
の
排
水

路
を
整
備
し
て
恋
瀬
川
に
強
制
排
水

す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
、

工
事
設
計
が
完
了
し
だ
い
、
順
次
工

事
に
着
手
し
、
そ
の
後
、
道
路
側
溝

の
整
備
を
、
年
次
計
画
に
よ
り
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市内各施設の放射線量測定値
測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

東京電力福島第一原子力発電所事故 1 月 4 日～ 18 日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

公共施設などの放射線量測定結果

1 月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 ｜ ｜ 0.186
芦穂地区多目的研修センター ｜ ｜ 0.169
瓦会地区多目的研修センター ｜ ｜ 0.139
石岡学校給食センター ｜ ｜ 0.216
農村資料館 ｜ ｜ 0.119
ふれあいの里石岡ひまわりの館 ｜ ｜ 0.218
まちかど情報センター ｜ ｜ 0.121
常陸風土記の丘 ｜ ｜ 0.192
茨城県フラワーパーク ｜ ｜ 0.126
つくばねオートキャンプ場 ｜ ｜ 0.181
朝日里山学校 ｜ ｜ 0.198
石岡運動公園 0.291 0.231 ｜
八郷総合運動公園 0.138 0.124 ｜
柏原野球公園 0.380 0.305 ｜
柏原サッカー公園 0.299 0.205 ｜
小井戸運動広場 0.172 0.150 ｜
国府公園 0.311 0.242 ｜
石岡ステーションパーク 0.219 0.164 ｜
いしおかイベント広場 0.123 0.121 ｜
やさと温泉ゆりの郷 ｜ ｜ 0.177
柏原池公園 0.366 0.228 ｜
八軒向第 3 公園 0.297 0.234 ｜
フローラル西公園 0.176 0.223 ｜
ばらき台第 2 公園 0.192 0.180 ｜
※簡易測定器の測定値は、各測定器ごとに差異があるため、同じ測定器の測定値で、放射線量の変化をとらえることとします。

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館

龍神山
霊園

八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

県の測定 簡易測定器

（地上 1m）
地上
2.4m

地上
1m

1/4 水 ｜ ｜ 0.190 0.202 0.228 0.205 0.154 0.213 0.128 0.166

5 木 ｜ ｜ 0.191 0.187 0.227 0.198 0.162 0.203 0.113 0.165

   6 金 ｜ ｜ 0.198 0.187 0.251 0.184 0.153 0.225 0.121 0.173

10 火 ｜ ｜ 0.179 0.182 0.236 0.212 0.178 0.221 0.129 0.168

11 水 ｜ ｜ 0.190 0.182 0.207 0.191 0.173 0.210 0.119 0.175

12 木 0.079 0.163 0.187 0.168 0.236 0.191 0.150 0.226 0.135 0.167

13 金 ｜ ｜ 0.180 0.192 0.238 0.210 0.166 0.236 0.139 0.171

16 月 ｜ ｜ 0.194 0.208 0.239 0.190 0.171 0.194 0.127 0.163

17 火 ｜ ｜ 0.183 0.193 0.250 0.205 0.163 0.221 0.132 0.168

18 水 ｜ ｜ 0.183 0.177 0.227 0.183 0.174 0.208 0.130 0.168

PA-1000 Radi

平日毎日測定

主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi測定器

　

放
射
性
物
質
が
体
の
外
部
に
あ

り
、
体
外
か
ら
被
ば
く
す
る
（
放
射

線
を
受
け
る
）
こ
と
を
「
外
部
被
ば

く
」
と
い
い
ま
す
。
一
方
、
放
射
性

物
質
が
体
の
内
部
に
あ
り
、
体
内
か

ら
被
ば
く
す
る
こ
と
を
「
内
部
被
ば

く
」
と
い
い
ま
す
。

　

外
部
被
ば
く
は
、
大
地
か
ら
の
放

射
線
や
宇
宙
線
な
ど
の
自
然
放
射
線

と
エ
ッ
ク
ス
（
X
）
線
撮
影
な
ど
の

人
工
放
射
線
を
受
け
た
り
、
着
て
い

る
服
や
体
の
表
面
（
皮
膚
）
に
放
射

性
物
質
が
付
着
（
汚
染
）
し
て
放
射

線
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

放
射
線
は
、
体
を
通
り
抜
け
る
た

め
、
体
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
く
、

放
射
線
を
受
け
た
こ
と
が
原
因
で
人

や
物
が
放
射
線
を
出
す
よ
う
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
、
汚
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り
洗
濯
を

し
た
り
す
れ
ば
洗
い
流
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

内
部
被
ば
く
は
、
空
気
を
吸
っ
た

り
、
水
や
食
物
な
ど
を
摂
取
し
た
り

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
含
ま
れ

て
い
る
放
射
性
物
質
が
体
内
に
取
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

外
部
被
ば
く
と
内
部
被
ば
く

放
射
線
に
よ
る
影
響

自
然
界
か
ら
受
け
る
放
射
線
量

一
人
当
た
り
の
年
間
線
量

自然放射線
による

年間線量
約 2.4

ミリシーベルト

内

部

量
線

部

線

量

外

吸入により
（主にラドン）

1.26

食物から
0.29

大地から
0.48

宇宙から
0.39

世界平均

自然放射線
による

年間線量
約 1.5

ミリシーベルト

内

部

量

線

部

線

量

外

吸入により
（主にラドン）

0.59

食物から
0.22

大地から
0.38

宇宙から
0.29

日本平均

注）2005 年に日本分析センターから、自然界から受
ける年間の放射線量 2.2 ミリシーベルトという数値が
公表されています。
出典：原子放射線の影響に関する国連科学委員会
2008 年報告、㈶原子力安全研究協会「生活環境放射
線」（1992 年）より作成
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学校・幼稚園などの測定値
保育所・幼稚園・小中学校

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

測定値：グラウンドの 5 か所（東西南北・中央）の平均

測定値（グラウンド）

1 月第 1 週 1 月第 2 週

地上 1m 地表 地上 1m 地表

石岡中学校 ｜ ｜ 0.150 0.169

府中中学校 ｜ ｜ 0.218 0.241

城南中学校 ｜ ｜ 0.179 0.222

国府中学校 ｜ ｜ 0.166 0.175

園部中学校 ｜ ｜ 0.168 0.179

有明中学校 ｜ ｜ 0.122 0.128

柿岡中学校 ｜ ｜ 0.108 0.120

八郷南中学校 ｜ ｜ 0.158 0.179

中学校

Ａ 2700
測定器

測定値（グラウンド）

1 月第 1 週 1 月第 2 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表

石岡小学校 ｜ ｜ 0,211 0.213

府中小学校 ｜ ｜ 0.197 0.161

高浜小学校 ｜ ｜ 0.174 0.177

東小学校 ｜ ｜ 0.152 0.133

三村小学校 ｜ ｜ 0.199 0.196

関川小学校 ｜ ｜ 0.220 0.243

北小学校 ｜ ｜ 0.207 0.195

南小学校 ｜ ｜ 0.174 0.198

杉並小学校 ｜ ｜ 0.179 0.190

園部小学校 ｜ ｜ 0.163 0.172

東成井小学校 ｜ ｜ 0.180 0.170

瓦会小学校 ｜ ｜ 0.122 0.124

林小学校 ｜ ｜ 0.118 0.123

恋瀬小学校 ｜ ｜ 0.103 0.104

葦穂小学校 ｜ ｜ 0.139 0.140

吉生小学校 ｜ ｜ 0.153 0.164

柿岡小学校 ｜ ｜ 0.142 0.164

小幡小学校 ｜ ｜ 0.157 0.153

小桜小学校 ｜ ｜ 0.170 0.170

小学校

Ａ 2700
測定器

測定値（園庭中央）　

1 月第 1 週 1 月第 2 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表

第１保育所 0.212 0.322 0.173 0.205

第２保育所 0.183 0.253 0.181 0.181

園部保育所 0.163 0.181 0.152 0.165

みなみ保育所 0.204 0.217 0.172 0.183

やさと中央保育所 0.206 0.185 0.188 0.205

石岡明照保育園 0.147 0.224 0.138 0.147

泉ケ丘保育園 0.171 0.166 0.159 0.168

国分台ふたば保育園 0.179 0.174 0.159 0.184

ひかり保育園 0.141 0.153 0.149 0.168

わかくさ保育園 0.190 0.245 0.215 0.251

しらゆり保育園 0.202 0.190 0.130 0.173

そとの保育園 0.101 0.109 0.108 0.094

石岡ひまわり保育園 0.228 0.255 0.221 0.250

りんりん保育園 0.190 0.196 0.177 0.200

ことりの森保育園 0.106 0.110 0.111 0.115

児童館 0.216 0.222 0.185 0.186

児童センター（入口） 0.133 0.121 0.120 0.118

保育所
など

PA-1000 Radi

私立公立
測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も測
定しています。ホームページで確認できます。

測定値（園庭中央）

1 月第 1 週 1 月第 2 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表

府中幼稚園 0.172 0.238 0.197 0.258

国分寺幼稚園 0.270 0.244 0.239 0.239

石岡善隣幼稚園 0.125 0.126 0.114 0.124

ばらき台幼稚園 0.157 0.158 0.146 0.138

石岡幼稚園 0.211 0.240 0.229 0.252

恋瀬ほしのみや幼稚園 0.106 0.110 0.111 0.115

八郷幼稚園 0.163 0.162 0.139 0.165

東幼稚園（園庭） ｜ ｜ 0.222 0.204

幼稚園
私立公立

PA-1000 Radi測定器

東京電力に対する損害賠償請求内訳
物件費 7,472,580 円

内訳 放射線量測定機購入 1,075,200 円
プール水質検査料 656,250 円
水道水の放射能測定 2,361,415 円
農作物等検査委託料 1,638,850 円
乾燥汚泥肥料放射線量検査料 75,600 円
汚泥運搬費用 1,530,900 円
書籍代

（原発事故・損害賠償マニュアル） 4,500 円
燃料費 129,865 円

人件費 3,070,865 円
内訳 損害賠償請求事務 36,320 円

放射線測定など 3,034,545 円
合計（３月 11 日～ 11 月 30 日分） 10,543,445 円

　

12
月
26
日
、市
は
東
京
電
力
（
株
）

に
対
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
発
生

し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
、
市
が
行
っ
た
放
射
線
対

策
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、
３
月
11

日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
を
第
一
次
分

と
し
て
請
求
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
12
月
１
日
以
降
の
放
射
線

対
策
に
要
し
た
費
用
お
よ
び
人
件
費

な
ど
は
、
順
次
請
求
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

東
京
電
力
に
損
害
賠
償
請
求

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
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● 

旭
日
章

　
　（
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功

労
の
あ
っ
た
方
で
、
功
績
の
内

容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を

挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

● 

瑞
宝
章

　
　（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功

労
の
あ
っ
た
方
で
、
公
務
等
に

長
年
に
わ
た
り
従
事
し
、
成
績

を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
ま

す
。

● 

藍
綬
褒
章

　
　（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

　

公
衆
の
利
益
を
興
し
、
成
績

著
明
な
方
、
ま
た
は
公
同
の
事

務
に
尽
力
し
た
方
に
授
与
さ
れ

ま
す
。

※
経
歴
に
つ
い
て
は
、
受
章
時

現
在
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

瑞宝単光章
大槻　肇

（元各種統計調査員）

秋
の
叙
勲

　

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
、
褒
章
に
お
い
て
、
石
岡
市

か
ら
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に
よ
り
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❖ 

秋
の
叙
勲 

❖

旭日小綬章
小泉　彰

（元石岡市議会議員）

瑞宝双光章（防衛）
小澤　武

（元航空自衛隊第７航空団
基地業務群本部計画班長）

　

旭
台
在
住
で
、
茨
城
県
剣
道
連
盟

会
長
の
中
里
誠
さ
ん
が
、
各
分
野
で

県
勢
の
発
展
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ

た
方
や
団
体
を
た
た
え
る
茨
城
県
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
里
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
、

剣
道
の
競
技
力
の
向
上
と
普
及
・
発

展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
連
盟
の

役
員
と
し
て
組
織
の
充
実
発
展
に
貢

献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
功
績
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
里
誠
さ
ん
が
茨
城
県

表
彰
を
受
賞

▲海老沢光義さん（右）

海
老
沢
光
義
さ
ん
が
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

　

東
田
中
在
住
の
海
老
沢
光
義
さ
ん

が
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福
祉
分
野
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
永
年
に
わ
た
り

率
先
し
て
行
い
、
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

海
老
沢
さ
ん
は
、
子
ど
も
会
を
中

心
に
人
形
劇
の
巡
回
公
演
や
、
腹
話

術
で
市
内
外
の
施
設
な
ど
を
慰
問
す

る
ほ
か
、
腹
話
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
石
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
の
初
代
会
長
を
務
め
る
な

▲中里誠さん（左）

藍綬褒章
大高　曻

（石岡市消防団団長）

瑞宝単光章
廣瀬　桂一郎

（元国勢調査員）

瑞宝単光章
堀越　浩

（元関川霞土地
改良区機場員）

❖ 

褒
章 

❖

《
授
与
対
象
》

日
頃
の
活
動

が
認
め
ら
れ

受
賞
！

ど
、
50
余
年
に
わ
た
り
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
24
年
度
の
県
民
交
通
災
害

共
済
の
加
入
申
し
込
み
を
、
２
月
１

日
（
水
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。　

　

万
一
の
事
故
に
備
え
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
年
会
費　

　

大
人　
　
　
　

９
０
０
円　
　
　

　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

◆
共
済
期
間 

　

４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

（
途
中
加
入
の
場
合
、
申
し
込
み
日

の
翌
日
か
ら
３
月
31
日
）

◆
見
舞
金

・
死
亡
見
舞
金　

１
０
０
万
円　
　

・
傷
害
見
舞
金　

２
～
30
万
円

・
身
障
見
舞
金　

50
万
円

◆
申
込
方
法 

　

次
の
加
入
受
付
窓
口
に
あ
る
『
県

民
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書
』
に

記
載
し
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
市
役
所 

生
活
環
境
課

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

・
恋
瀬
出
張
所

・
園
部
出
張
所

※
事
業
所
な
ど
団
体
で
加
入
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
、相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
交
通
事
故 

　

日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
の
接
触
、

衝
突
、
転
落
、
転
覆
な
ど
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷
。

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら 

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出

て
、
後
日
、
交
通
事
故
証
明
書
を
発

行
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。（
交
通
事
故
証
明
書
が
な
い

と
見
舞
金
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

◆
共
済
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
な
い
場
合 

・
共
済
見
舞
金
の
全
部

❶
会
員
も
し
く
は
見
舞
金
受
取
人

の
故
意
に
よ
る
事
故
。

❷
会
員
が
無
免
許
、
酒
気
帯
び
運

転
中
に
生
じ
た
事
故
。

　

ま
た
は
、
そ
の
事
実
を
承
知
で
同

乗
し
て
い
た
事
故
。

❸
地
震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
他

の
天
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
。

・
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一
部

❶
正
当
な
理
由
な
く
医
師
の
指
示

に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

❷
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の

重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
。

❸
そ
の
他
法
令
に
違
反
し
組
合
長

が
不
適
当
と
認
め
る
事
故
。

◆
見
舞
金
の
請
求
手
続
き 

　

次
の
書
類
と
認
め
印
を
持
参
の
う

え
、
市
役
所 
生
活
環
境
課
、
ま
た

は
八
郷
総
合
支
所 
市
民
窓
口
課
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。              

①
会
員
証

②
運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要
な

車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と
き
）

③
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
所
長
発
行
の
も
の
）

※
交
通
事
故
証
明
書
の
な
い
事
故

は
、
指
定
の
証
明
書
類
に
よ
り
９
等

級
（
３
万
円
）
ま
で
の
制
限
給
付
に

な
り
ま
す
。

④
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
、
柔

道
整
復
師
な
ど
の
施
術
証
明
書
）

◆
見
舞
金
の
請
求
期
間

　

事
故
の
発
生
し
た
翌
日
か
ら
２
年

以
内
で
す
。

◆
身
障
見
舞
金

　

会
員
期
間
中
の
交
通
事
故
に
よ
る

傷
害
が
原
因
で
、
そ
の
後
１
級
ま
た

は
２
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別
に
、
身

障
見
舞
金
と
し
て
50
万
円
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

２
月
１
日
～
受
付
開
始

安
心
へ
の
第
一
歩
　
家
族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を

◆
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

生
活
環
境
課

　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
９
）

　

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

　
　
　
　

☎
４
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
１
３
）

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
「
県
民
交
通
災
害
共
済
」

い
し
お
か
元
気
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
で
は
、
中
心
市
街
地
（
御
幸

通
り
、
中
町
、
香
丸
、
金
丸
、
守
木
）

の
商
店
を
中
心
に
『
第
６
回 

い
し

お
か
雛
巡
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
お
雛
様
（
雛
人
形
や
吊

る
し
雛
な
ど
）
を
お
店
に
飾
り
、
来

訪
す
る
人
た
ち
を
も
て
な
し
の
心
で

迎
え
ま
す
。

　

な
お
、期
間
中
は
常
設
展
示
場（
常

陸
国
府
館
）
が
開
設
さ
れ
、
土
・
日

曜
日
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
寄
席
な

ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

４
日
に
は
石
岡
駅
前
の
御
幸
通
り
で

「
め
ぐ
み
の
朝
市
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

２
月
11
日
（
土
）
～
３
月
４
日
（
日
）

◆
場
所　

中
心
市
街
地
商
店
街

◎
問
い
合
わ
せ

石
岡
商
工
会
議
所

☎
２
２
・
４
１
８
１

第６回
いしおか雛

ひ な

巡り

２月 11 日～３月４日
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南
小
児
童
が
五
輪
選
手

に
走
り
方
を
学
ぶ

▲実井さんと一緒に校庭を走る５年生児童

　

11
月
21
日
、
南
小
学
校
で
「
走
食

た
ち
の
走
り
を
見
な
が
ら
、

丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
ま
し
た
。
実
井
さ
ん
の
指

導
を
受
け
た
児
童
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
」「
教
わ
っ
た

と
お
り
腕
を
良
く
振
っ
て
、

姿
勢
を
き
ち
ん
と
し
た
ら
う

ま
く
走
れ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
井
さ
ん
は
「
子
ど
も
た

ち
が
素
直
で
伸
び
伸
び
し
て

い
て
、
楽
し
か
っ
た
。
体
を

動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知

る
と
と
も
に
、
食
に
つ
い
て

も
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲多くの人が集まった一般公開記念講演会

地
磁
気
観
測
所
一
般
公

開
に
多
く
の
人
が
来
場

　

御
幸
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
川

村
良
一
理
事
長
）
が
12
月
25
日
に
、

御
幸
通
り
で
「
御
幸
通
り 

de 

ク
リ

ス
マ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、
19
日
か

ら
は
御
幸
通
り
全
体
に
設
置
し
た

１
０
０
を
超
え
る
色
と
り
ど
り
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
、
幻
想

的
な
空
間
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
御
幸
通
り
商
店
街
と
周

辺
の
飲
食
店
の
協
力
で
「
御
幸
通
り

酒
場
巡
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寒

空
の
下
、
サ
ン
タ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
参
加
者
た
ち
は
、
飲
食
店
の
地
図

を
片
手
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
を
友

人
な
ど
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

▲イルミネーションで飾られた御幸通り（正面奥が駅）

系
チ
ル
ド
レ
ン
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
清
食
品
グ
ル
ー
プ
の

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
全
国

の
小
学
校
を
対
象
に
行
わ
れ
て
お
り
、

県
内
で
は
初
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
マ
ラ
ソ
ン
代
表
で
、
日
清
食
品

グ
ル
ー
プ
陸
上
競
技
部
の
実
井
謙
二

郎
さ
ん
ら
が
訪
れ
、
食
育
教
室
や
全

校
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
。
そ
の
後
、

５
年
生
の
児
童
86
人
に
、
腕
振
り
や

足
の
動
か
し
方
な
ど
「
正
し
い
走
り

方
」
を
指
導
。
実
井
さ
ん
は
、
児
童

御
幸
通
り
商
店
街
が
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

市
美
術
展
に
力
作
１
９
０

点
が
出
展

　

11
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
、
石
岡

市
運
動
公
園
体
育
館
で
市
美
術
展
が

開
催
さ
れ
、
５
日
間
で
１
２
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

美
術
工
芸
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

の
７
部
門
に
１
９
０
点
の
作
品
が
出

展
。
そ
の
中
か
ら
41
作
品
が
、
市
長

賞
ほ
か
６
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
市

長
賞
に
は
、
塚
本
周
一
さ
ん
（
日
本

画
）、
立
川
い
く
さ
ん
（
洋
画
）、
濱

岡
宏
平
さ
ん
（
美
術
工
芸
）、
松
本

蒼
月
さ
ん
（
書
）、滝
田
茂
さ
ん
（
写

真
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
力
作
ぞ
ろ

い
の
作
品
を
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

▲作品を鑑賞する来場者

　

11
月
26
日
、
柿
岡
に
あ
る
気
象
庁

地
磁
気
観
測
所
で
、
施
設
の
一
般
公

開
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
１
０
０

人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
一
般
公
開
は
、
４
月
の

科
学
技
術
週
間
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
の
震
災
の
影
響
で
、
こ

の
時
期
の
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
職
員
が
説
明
し
な
が
ら
施
設

内
の
建
物
を
巡
る
、
見
学
ツ
ア
ー
を

新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

見
学
者
か
ら
は
「
難
し
か
っ
た
」

「
地
震
と
地
磁
気
の
関
係
の
説
明
や

講
演
会
が
よ
か
っ
た
」「
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
た
方
が
よ
い
」「
大
正
時
代
の

建
物
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
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東
田
中
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

が
防
災
学
習
会
を
開
催

　

11
月
23
日
、
東
田
中
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
（
木
村
三
恵
子
委
員
長
）
が
東

田
中
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
で
、
防
災

に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
22
人
が
参
加
し
て
食
生

活
改
善
推
進
員
と
栄
養
士
の
指
導
に

よ
り
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
屋

外
に
設
置
し
た
か
ま
ど
で
ご
飯
を
炊

い
た
り
、
お
か
ず
に
缶
詰
や
乾
物
を

使
用
す
る
な
ど
「
防
災
炊
き
出
し
献

立
」
に
基
づ
い
て
調
理
し
ま
し
た
。

▲試食後に行われた消防署員による講義

　

11
月
27
日
、
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
で
第
６
回
つ
く
ば
ね
し

し
鍋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
３
８
６
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
放
射
線
の
影
響
で
実
施

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
全
頭
検
査

で
安
全
が
確
認
さ
れ
た
し
し
肉
を
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
、実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
定
番
の
し
し
鍋
や
手
打

▲テントを巡る来場者

東
日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
な
ど

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
へ

・
石
崎
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ

・
増
山
み
ゆ
き

・
潮
来
自
動
車
（
株
）

・
常
陸
風
土
記
の
丘
来
園
者

●
市
へ
の
寄
付
金

・
石
岡
青
年
会

・
Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会

＊
１
月
10
日
現
在（
敬
称
略
・
順
不
同
）

し
し
鍋
ま
つ
り
に

　
　

３
８
６
人
が
来
場

教
育
委
員
会
委
員
、
公

平
委
員
会
委
員
が
決
定

　

市
で
は
、
石
岡
市
教
育
委
員
会
委

員
と
石
岡
市
及
び
事
務
組
合
公
平
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
平

成
23
年
12
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
市
議
会
定
例
会
本
会
議
で
、
石

岡
市
教
育
委
員
会
委
員
に
橘
田
雅
美

さ
ん
を
、
公
平
委
員
会
委
員
に
真
家

真
助
さ
ん
を
任
命
・
選
任
す
る
人
事

案
件
の
同
意
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
任

命
・
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず

れ
も
、
平
成
23
年
12
月
20
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

公平委員会委員
　　（新任）

真家　真助さん

教育委員会委員
　　（新任）

橘田　雅美さん

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
１
月
１
日
号
10

ペ
ー
ジ
の
や
さ
と
竜
神
そ
ば
愛
好
会

の
寄
付
の
写
真
の
説
明
文
中
「
竹
熊

会
長
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
正
し

く
は
「
宮
本
さ
ん
」
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
22
日
に
開
催
さ
れ

た
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
教
育

委
員
長
に
浅
田
順
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
長
の
任
期
は
、

平
成
23
年
12
月
22
日
か
ら
１
年
間

で
す
。

そ
の
後
、
石
岡
消
防
署
の
署
員
に
よ

る
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ

ア
開
催

　

東
田
中
で
は
、
昨
年
３
月
に
発
生

し
た
震
災
時
に
、
地
区
の
有
志
に
よ

り
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
基
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
よ
う

と
、
今
回
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ち
そ
ば
の
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き

Ｂ
級
グ
ル
メ
も
集
結
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
特
設
会
場
で
は
、
筑
波

山
ガ
マ
の
油
売
り
口
上
や
夢
ひ
び
き

の
和
太
鼓
の
披
露
の
ほ
か
、
丸
太
切

り
や
柿
の
皮
む
き
競
争
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
詰
め
放
題
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、
友
人
や
家
族
と
晩

秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。　

▲特設会場での夢ひびきの和太鼓の披露

　

11
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
大
増

地
内
で
や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
テ
ン
ト
が
軒

を
連
ね
、
陶
芸
や
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、

木
工
や
手
芸
、
篆
刻
な
ど
の
作
品
が

展
示
販
売
さ
れ
た
り
、
移
動
カ
フ
ェ

や
模
擬
店
も
数
多
く
出
店
し
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
秋
の
一
日
を
思
い
思

い
に
過
ご
し
ま
し
た
。



10広報いしおか２月１日号　№152

●
職
種

・
一
般
事
務
補
助

・
保
育
士

・
文
化
財
発
掘
業
務
な
ど

※
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
一
般
事

　

務
補
助
の
み
。

●
登
録
方
法 　

 

・
必
要
書
類
を
直
接
持
参
し
、
登
録

　

し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
指
定
の
履
歴
書

②
申
立
書 

③
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
身
体
障

　

害
者
手
帳
の
写
し

●
登
録
期
間

・
受
付
日
か
ら
一
年
間 

※
登
録
期
間
終
了
後
、
継
続
し
て

　

登
録
す
る
場
合
は
、
再
度
登
録

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
雇
用
契
約
期
間 

・
同
一
年
度
で
６
か
月
以
内

※
更
新
に
よ
り
最
長
12
か
月
間 

●
障
が
い
の
あ
る
人
の
要
件
な
ど 

・
職
種

　

一
般
事
務
補
助

・
登
録
の
要
件 

①
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、　

　

満
年
齢
18
歳
以
上
の
人 

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を　

　

受
け
て
い
る
人 

③
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ　

　

介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行
が　

　

可
能
な
人 

④
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作　

　

が
で
き
る
人 

●
勤
務
時
間

・
７
時
間
45
分
以
内
／
日

　

市
に
は
、
臨
時
職
員
の
希
望
者
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
雇

用
す
る
臨
時
職
員
登
録
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

職
種
は
、
一
般
事
務
補
助
、
保
育
士
、
文
化
財
発
掘
業
務
な

ど
で
す
。
各
担
当
課
で
人
員
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
登
録

者
か
ら
面
接
・
書
類
審
査
な
ど
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

㊟
登
録
期
間
内
に
必
ず
し
も
雇
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

職
種

賃
金
（
円
）

一
般
事
務
補
助

８
０
０

保
育
士
ク
ラ
ス
担
任

１
０
０
０

そ
の
他

９
５
０

発
掘
等
単
純
労
務

８
０
０

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
の
あ
る
人
へ

石
岡
市
の
臨
時
職
員
に
登
録
を※

履
歴
書
・
申
立
書
は
、
総
務
課

　

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

※
職
種
に
よ
り
、
資
格
証
明
書
な

　

ど
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

随 時
受 付 中

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

総
務
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　

 http://www.city.ishioka.lg.jp/

●
賃
金
（
時
給
）

◆ １日号…１段３枠（半段６枠）
　15 日号…１段６枠（半段 12 枠）
※１段・半段どちらでも可

◆広告の規格・料金（1 回あたり）
　１段（横 174 ㎜×縦 45 ㎜）20,000 円
　半段（横  84 ㎜×縦 45 ㎜）10,000 円
◆印刷色
　１日号・15 日号とも２色刷り

『広報いしおか』　　
有料広告掲載募集

◆
申
込
方
法

　

３
月
２
日（
金
）
午
前
８
時
45
分
～

　

先
着
順
（
全
体
が
埋
ま
る
ま
で
）

＊
秘
書
広
聴
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
掲
載
期
間

　

５
月
１
日
号
～
平
成
25
年
４
月
15

　

日
号
（
全
24
回
）

＊
掲
載
は
、
１
か
月
単
位
で
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　
（
複
数
月
の
申
し
込
み
も
可
）

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
調
整

　

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
了
承

　

願
い
ま
す
。

◆
広
告
原
稿　

　

申
し
込
み
の
際
、
原
稿
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
、

手
書
き
ど
ち
ら
で
も
可
）

＊
掲
載
で
き
る
広
告
は
、
公
共
性

を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と

し
、
政
治
・
宗
教
性
に
係
る
も
の
や
、

公
序
良
俗
を
害
す
る
も
の
な
ど
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

＊
広
告
を
掲
載
で
き
る
の
は
、
市
内

お
よ
び
隣
接
市
に
住
所
や
事
業
所
が

あ
る
人
や
事
業
所
で
す
。

＊
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
聴
課
に
あ

る
「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
広
告
原
稿
を
添
え
て

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　

 http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

HP

3月2 日～

　『広報いしおか』には、市の財源確
保と市内産業の振興を目的に、有料広
告欄を設けています。
　3 月 2 日から、平成 24 年度分の広
告掲載を受け付けます。広告掲載枠数
には限りがありますので、早めに申し
込みください。

HP
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◆
学
校
図
書
館
司
書
の
嘱
託
員

資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
人

・
図
書
館
法
第
５
条
に
基
づ
く
司
書

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

・
学
校
図
書
館
法
第
５
条
に
基
づ
く

司
書
教
諭
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
員　

10
人

職
務
内
容　

司
書
教
諭
の
補
助
業
務

（
学
校
図
書
館
の
設
備
・
運
営
、
読

書
指
導
な
ど
）

勤
務
条
件　

月
～
金
曜
日
の
週
５

日
、
１
日
４
時
間
、
年
間
２
０
５
日

以
内
、
勤
務
校
２
校
兼
務
ま
た
は
１

校
専
任

※
学
校
の
都
合
で
、
勤
務
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

報
酬　

時
給
８
５
０
円

◆
学
校
校
務
員
の
嘱
託
員

資
格　

健
康
な
人

募
集
人
員　

17
人

職
務
内
容　

来
客
対
応
、事
務
補
助
、

環
境
整
備
、
給
食
業
務
（
搬
入
・
搬

出
）
な
ど

勤
務
条
件　

月
～
金
曜
日
の
週
５

日
、
１
日
５
時
間
30
分
、
年
間

２
０
５
日
以
内　

※
学
校
の
都
合
で
、
勤
務
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

報
酬　

時
給
８
０
０
円

　
◆
学
校
給
食
受
入
の
嘱
託
員

資
格　

健
康
な
人

募
集
人
員　

16
人

職
務
内
容　

学
校
で
の
給
食
業
務

（
配
送
品
の
搬
入
・
搬
出
、
受
入
室

の
清
掃
な
ど
）

勤
務
条
件　

月
～
金
曜
日
の
週
５

日
、
１
日
４
時
間
、
年
間
１
９
５
日

以
内

報
酬　

時
給
８
０
０
円

図
書
館
司
書
・
校
務
員
・
給
食
受
入
員

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
中
学

校
で
働
く
図
書
館
司
書
・
校
務
員
・

学
校
給
食
受
入
員
の
平
成
24
年
度
嘱

託
員
を
募
集
し
ま
す
。

共 

通 

事 

項

勤
務
期
間　

４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

通
勤
手
当　

最
短
通
勤
距
離
が
２
㎞

以
上
の
場
合
支
給
し
ま
す
。

面
接
予
定　

２
月
下
旬
～
３
月
中
旬

申
込
方
法

　

履
歴
書
を
、
本
人
が
直
接
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
、
必
ず
連
絡
先
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
の

日
時
と
場
所
を
案
内
し
ま
す
。

申
込
締
切　

２
月
21
日
（
火
）
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

・
学
校
図
書
館
司
書
・
学
校
校
務
員

教
育
総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
１
）

・
学
校
給
食
受
入
員

石
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
２
２
・
６
２
８
６

八
郷
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
３
６
・
５
２
５
２

2月21日
必着

申し込み

補
助
金
申
請
に
必
要
な
も
の

①
取
引
業
者
伝
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

②
団
体
の
代
表
者
印

③
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号

申
請
時
期　

年
２
回
（
２
月
・
９
月
）

※
申
請
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
。

●
登
録
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
６
）

　子ども会などの団体が、廃品回
収を年２回以上した場合、予算の
範囲内で、回収重量１kg 当たり
４円の補助金が受給できます。

資源ごみ回収に補助金
子ども会などの廃品回収

10人

16人

17人

　

屋
外
で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
「
野

焼
き
」
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の

有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
環
境
破
壊
の

一
因
と
な
る
ば
か
り
か
、
煙
や
悪

臭
に
よ
り
住
民
に
迷
惑
を
か
け
た

り
、
火
災
の
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違

反
す
れ
ば
、
５
年
以
下
の
懲
役
か
、

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
の

罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
安
易
に
焼
却
せ
ず
、
定

め
ら
れ
た
方
法
に
従
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
石
岡
警
察
署

　

生
活
安
全
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

・
市
役
所

　

生
活
環
境
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
４
）　

・
八
郷
総
合
支
所

　

総
務
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
３
７
）　

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
法
律
違
反
で
す

小
中
学
校
で
働
く
嘱
託
員
を
募
集
中


